
移 住 支 援 金

いますぐ、裏面をチェック☛

3
安心の医療体制

▶人口10万人あたりの病床数
第2位（東京区部の約2倍）

▶救急搬送時間の早さトップクラス

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）から
北九州市に移住する際に、一定の要件（※裏面参照）を
満たせば、移住支援金が支給されます。

１
自分にあった暮らし

▶都会と自然（海・山）が融合したまち
▶便利な公共交通機関
（空港・新幹線・フェリー・都市高速等）

▶民営賃貸住宅
平均家賃の安さ 第１位

2
子育てしやすい環境ランキング

11年連続1位

▶保育サービスコンシェルジュの設置
▶豊富な子育て支援施設
▶小児救急医療の充実

※NPO法人エガリテ大手前調べ

※feature１～３内の順位は、政令指定都市比較です

子育て世帯には
加算もあります！

東京圏から北九州市に移住して要件を満たした方に



① 移住支援金の申請日において、年齢が満 20 歳以上
39 歳以下であり、本市のすまいるクラブに登録された
日から、本市への住民票異動時までの期間が６月以上
経過していること。

② 移住支援金の申請日において、年齢が満 20 歳以上
39 歳以下であり、お試し居住を利用し、かつ、本市の
すまいるクラブに登録された日から、本市への住民票
異動時までの期間が３月以上経過していること。

③ 本市の複業・兼業による関係人口づくり事業を利用し、
市内企業の業務を複業・兼業した実績があること。

① 就業先が、道府県が移住支援金の対象としてマッチング
サイトに掲載している求人でかつ新規雇用であること。

② 週20時間以上の無期雇用契約に基づいて移住支援金
の対象法人に就業し、申請時において連続して３か月
以上在職していること。

③ 当該法人に、移住支給金の申請日から５年以上継続
して勤務する意思を有していること。

① 所属先企業等からの命令ではなく、自己の意思により
移住した場合であって、移住先を生活の本拠とし、
移住元での業務を引き続き行うこと。

① 福岡よかとこ起業支援金の交付決定を受けていること。

① プロフェッショナル人材事業又は先導的人材マッチング
事業を利用した就業でかつ新規雇用であること。

② 週20時間以上の無期雇用契約に基づいて就業し、
申請時において連続して３か月以上在職していること。

③ 当該就業先において、移住支援金の申請日から
５年以上継続して勤務する意思を有していること。

④ 目的達成後の解散を前提とした個別プロジェクトへの
参加等、離職が前提でないこと。

次に掲げる事項のすべてに該当すること。

① 北九州市に住民票を移す直前の10年間のうち通算5年以上、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県）に
在住していたこと。

② 北九州市に住民票を移す直前に、連続して1年以上東京圏に在住していたこと。

1. 移住元 に関する主な要件

次に掲げる事項のすべてに該当すること。

① 移住支援金の申請時において、北九州市に住民票を移して移住後３か月以上１年以内であること。

② 移住支援金の申請日から５年以上継続して北九州市に居住する意思を有していること。

2. 移住後 に関する主な要件

ー以下の場合、全額返還の必要がありますー

• 移住支援金の申請日から3年未満に北九州市から転出した場合

• または において、移住支援金の申請日から

１年以内に交付の要件を満たす職を辞めた場合

ー以下の場合、半額返還の必要がありますー

• 移住支援金の申請日から3年以上5年以内に北九州市から転出した場合

※注意※ 移住支援金の返還について

一般の場合 専門人材の場合

北九州市への
移住は

移住支援金を
詳しく

移住応援公式
情報サイト

移住支援金
ホームページ

〔本事業についてのお問い合わせ〕

北九州市企画調整局地方創生SDGｓ推進部企画課
☎093-582-2174 （Email）kikaku-kikaku@city.kitakyushu.lg.jp

3. 就業 等に関する主な要件 次の「関係人口」 、「一般」、「テレワーク」、「起業」、「専門人材」のいずれかの要件を満たすこと

一般の場合

専門人材の場合

起業の場合

テレワークの場合関係人口の場合

マッチングサイト
の求人はこちら

移住支援金の額

①～③のいずれかに該当

①～③のすべてに該当

①～④のすべてに該当

本市のすまいるクラブ、
お試し居住についても
ご確認いただけます。

18歳未満のお子さま１人につき、
30万円が加算されます！

①単身 ６０万円 ②２人以上の世帯 １００万円


